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血 栓 回 収 療 法 時 の ア ク セ ス ル ー ト 選 択 に お け る 胸 頸 部 C T A の 有 用 性  

和 文 要 旨  

目 的  

胸 頸 部 C T A 所 見 に 基 づ き 血 栓 回 収 治 療 （ M T ） 時 ア ク セ ス ル ー ト を 決 定

し た こ と で ガ イ ド カ テ ー テ ル を 目 的 ・ 頸 動 脈 に 挿 入 で き て い た か 調 査 し た 。  

対 象 と 方 法  

2 0 1 8 年 1 月 か ら 1 2 月 に 胸 頸 部 C T A 撮 影 後 に M T を 行 っ た 前 方 循 環

脳 梗 塞 患 者 を 対 象 と し た 。 方 法 は 、 ア ク セ ス ル ー ト を 大 腿 動 脈 （ F 群 ） と

上 腕 動 脈 （ B 群 ） に 分 け 、 閉 塞 部 位 、 大 動 脈 弓 型 、 動 脈 分 岐 角 度 （ 大

動 脈 弓 と 左 総 頸 動 脈 あ る い は 腕 頭 動 脈 が 為 す 角 ） 、 挿 入 成 功 率 、 穿 刺

か ら 初 回 造 影 ま で の 時 間 （ 初 造 影 時 間 ） と 再 開 通 ま で の 時 間 （ 再 開 通

時 間 ） を 評 価 し た 。  

結 果  

対 象 は ３ ２ 例 で F 群 ２ ６ 例 、 B 群 ６ 例 。 ２ 群 間 で 大 動 脈 弓 型 分

布 に 違 い 無 か っ た が 、 B 群 は 大 動 脈 弓 と 左 総 頸 動 脈 の 分 岐 角 度 2 5 °

未 満 で 左 前 方 循 環 治 療 の ２ 例 と 総 頸 動 脈 近 位 側 閉 塞 の ２ 例 と 中 大 脳

動 脈 閉 塞 の ２ 例 だ っ た 。 F 群 と B 群 の 挿 入 成 功 率 は 1 0 0 % 、 初 造 影 時 間

中 央 値 は 9 と 9 . 6 分 、 再 開 通 時 間 中 央 値 は 5 4 と 7 2 分 と 有 意 な 差 は な

か っ た 。  

結 論  
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胸 頸 部 C T A 所 見 を ア ク セ ス ル ー ト 決 定 の 一 助 と し て 使 う こ と で 、 ガ イ ド カ テ

ー テ ル を 短 時 間 で 目 的 ・ 頸 動 脈 に 挿 入 で き た 。  

 

本 文  

緒 言  

前 方 循 環 大 血 管 閉 塞 に 対 す る 血 栓 回 収 治 療 （ M T ） は 脳 梗 塞 治 療 に お

い て 確 立 し １ - ２ ) 、 症 状 と 虚 血 コ ア と ペ ナ ン ブ ラ を 評 価 す る こ と で 治 療 適 応

時 間 も 発 症 2 4 時 間 ま で 延 長 し た 。 ３ − ４ ） 再 開 通 ま で の 時 間 が 短 い ほ ど 臨

床 転 帰 を 改 善 で き る 。 ５ ） し か し 閉 塞 性 動 脈 硬 化 症 、 大 動 脈 瘤 や 大 動 脈

の 蛇 行 、 大 動 脈 弓 、 腕 頭 動 脈 と 左 総 頸 動 脈 の 解 剖 学 的 形 状 か ら ガ イ ド

カ テ ー テ ル を 目 的 頸 動 脈 挿 入 に 時 間 を 要 す る と 臨 床 転 帰 は 悪 化 す る 。 6 )

一 般 的 に 大 腿 動 脈 ア ク セ ス で 血 栓 回 収 療 法 が 行 わ れ る こ と が 多 い が 、 閉

塞 性 動 脈 硬 化 症 、 大 動 脈 瘤 や 大 動 脈 の 蛇 行 、 大 動 脈 弓 、 腕 頭 動 脈 と

左 総 頸 動 脈 の 解 剖 学 的 形 状 か ら 、 大 動 脈 経 由 で は 目 的 頸 動 脈 に 到 達

困 難 な 症 例 は 少 な く な い 。 大 腿 動 脈 ア ク セ ス で 目 的 頸 動 脈 へ の ガ イ ド カ テ

ー テ ル 挿 入 に 時 間 を 要 す る と 臨 床 転 帰 が 悪 化 す る と の 報 告 も あ り 、 大 腿

動 脈 ア ク セ ス で 目 的 頸 動 脈 に 到 達 困 難 で あ る と 判 断 し た な ら ば 一 般 的 で

は な い が 頸 動 脈 穿 刺 を 選 択 し た 方 が 良 い と い う 報 告 も あ る 7 ） 。 我 々 は 脳

梗 塞 診 断 に 頭 部 単 純 C  T に 続 き 頭 部 4 c m 厚 ４ 次 元 （ 4 D ） - C T A ・

P e r f u s i o n  C T を 行 い 脳 梗 塞 診 断 と 血 行 動 態 を 評 価 し 8 ) 、 胸 頸 部 造 影

C T 所 見 で 大 腿 動 脈 穿 刺 か 上 腕 動 脈 穿 刺 か を 術 者 が 決 定 し て い る 。 今

回 は 、 胸 頸 部 C T A 画 像 所 見 に 焦 点 を お き 実 際 に 目 的 頸 動 脈 に ガ イ ド カ
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テ ー テ ル を 挿 入 し 治 療 す る に あ た っ て 術 者 が C T A 所 見 を ど の よ う に 判 断 し

た か を 後 方 視 的 に 調 査 し 、 C T A が 有 用 で あ っ た か 評 価 し た 。  

対 象 と 方 法  

対 象 ： 2 0 1 8 年 1 月 か ら １ ２ 月 の 間 で 発 症 2 4 時 間 以 内 に 単 純 頭

部 C T に 引 き 続 き 4 cm 厚 ４ 次 元 （ 4 D ） - C T A ・ P e r f u s i o n  C T と 胸 頸 部

C T A を 撮 影 し た M T を 行 っ た 急 性 期 脳 主 幹 動 脈 閉 塞 症 は 3 9 例 で 、 後

方 循 環 閉 塞 ４ 例 と M R I を 先 に 撮 影 し た ３ 例 を 除 外 し た 前 方 循 環 脳 梗 塞

症 例 3 2 例 を 解 析 対 象 と し た 。 胸 頸 部 C  T  A は 8 0 列 検 出 器 C T 装 置

（ キ ャ ノ ン 、 栃 木 ） を 用 い イ オ パ ミ ド ー ル 3 7 0 を 3 8 m l 用 い て 3 . 8 m l / s  で 静

脈 注 射 を 開 始 し 、 上 行 大 動 脈 か ら 頭 蓋 内 ま で ヘ リ カ ル ス キ ャ ン 撮 影 を 行

っ た 。 総 頸 動 脈 分 岐 部 付 近 で H U 値 モ ニ タ リ ン グ を 行 い 1 0 0 H U で 撮 影 を

開 始 し た 。 撮 影 は 、 造 影 剤 使 用 量 が 少 な い た め 尾 頭 方 向 に 切 り 上 げ 撮

影 と し た 。 撮 影 枚 数 は 平 均 3 7 0 枚 、 撮 影 プ ロ ト コ ル 上 の 撮 影 時 間 は 約 5

秒 、 C o m p u t e d  T o m o g r a p h y  D o s e  I n d e x  ( C T D I v o l ) と D o s e  L e n g t h  

P r o d u c e  ( D L P ) の 平 均 は 、 そ れ ぞ れ 6 . 8 m G y と 2 9 6 m G y ・ c m だ っ た 。  

ア ク セ ス ル ー ト は 、 基 本 は 大 腿 動 脈 ア ク セ ス だ が 、 閉 塞 性 動 脈 硬

化 症 で 両 大 腿 動 脈 あ る い は 腸 骨 動 脈 が 閉 塞 し て い る と き 、 及 び 大 動 脈

瘤 の 既 往 が あ る と き は 上 腕 を 優 先 し た 。 さ ら に 胸 頸 部 C T A 所 見 に 基 づ

き 、 術 者 が 大 腿 動 脈 （ F 群 ） か 上 腕 動 脈 （ B 群 ） か を 決 定 し た 。 F 群 と B

群 そ れ ぞ れ で 、 大 動 脈 弓 型 分 類 （ T y p e Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ ） 、 閉 塞 部 位 （ 総 頸 動

脈 、 内 頸 動 脈 あ る い は 中 大 脳 動 脈 ） 、 右 内 頸 動 脈 系 か 左 内 頸 動 脈 系 か

を 調 べ た 。 そ し て 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル の 頸 動 脈 誘 導 成 功 率 、 来 院 か ら C T

撮 影 ま で の 時 間 、 来 院 か ら 穿 刺 ま で の 時 間 、 穿 刺 か ら 初 回 造 影 ま で の 時

間 （ 初 造 影 時 間 ） ・ 穿 刺 か ら 再 開 通 ま で の 時 間 （ 再 開 通 時 間 ） を 比 較
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し 、 左 総 頸 動 脈 と 腕 頭 動 脈 が 大 動 脈 弓 上 縁 と 為 す 分 岐 角 度 を 計 測 し

た 。  

 

大 動 脈 弓 と の 分 岐 角 度 の 測 定 方 法  

・ 大 動 脈 弓 と 左 総 頸 動 脈 の 分 岐 角 度 ：  C T A の 3 D - M I P 画 像 を 用 い て

L A O ( l e f t  a n t e r i o r  o b l i q u e ) に 約 3 5 度 回 転 さ せ 左 総 頸 動 脈 起 始 部 を 大

動 脈 弓 か ら 分 離 し 、 左 総 頸 動 脈 入 口 部 と 左 鎖 骨 下 動 脈 入 口 部 の 互 い

に 近 い 側 2 点 を 線 で 結 ぶ 。 そ の 左 総 頸 動 脈 入 口 部 点 か ら 左 総 頸 動 脈 遠

位 方 向 に 線 を 引 く 。 こ の 2 本 の 線 が 為 す 角 度 を 分 岐 角 度 と す る （ F i g .  1  

a n d  2 ） 。  

・ 大 動 脈 弓 と 腕 頭 動 脈 の 分 岐 角 度 ：  C T A の 3 D - M I P 画 像 を 用 い て

L A O ( l e f t  a n t e r i o r  o b l i q u e ) に 約 3 5 度 回 転 さ せ 腕 頭 動 脈 起 始 部 を 大 動

脈 弓 か ら 分 離 し 、 左 鎖 骨 下 動 脈 入 口 部 と 腕 頭 動 脈 入 口 部 の 互 い に 近

い 側 2 点 を 線 で 結 ぶ 。 そ の 腕 頭 動 脈 入 口 部 点 か ら 腕 頭 動 脈 遠 位 方 向 に

線 を 引 く 。 こ の 2 本 の 線 が 為 す 角 度 を 分 岐 角 度 と す る 。  

 

統 計  

カ テ ゴ リ ー 変 数 に 対 し て は フ ィ ッ シ ャ ー の 正 確 確 率 検 定 を 行 な っ た 。

正 規 分 布 し な い 連 続 変 数 は 中 央 値 （ 四 分 位 範 囲 ） で 記 載 し た 。 対 応 の

無 い ２ 群 の ノ ン パ ラ エ ト リ ッ ク 検 定 は マ ン ・ ホ イ ッ ト ニ ー 検 定 を 行 な っ た 。 統

計 解 析 は J M P  v e r 1 5 . 1 を 用 い て 行 な っ た 。   

倫 理 的 配 慮 ：  

本 研 究 は ヘ ル シ ン キ 宣 言 に 基 づ き 実 施 さ れ 、 徳 洲 会 共 同 倫 理 委

員 会 の 承 認 を 得 て い る （ T G E 0 1 4 0 3 - 0 2 4 ） 。  
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結 果  

解 析 対 象 は 3 2 例 、 年 齢 中 央 値 7 9 . 5 （ 7 0 . 5 - 8 3 ） 歳 で 男 1 7 人

（ 5 3 ％ ） 、 F 群 2 6 例 、 B 群 6 例 だ っ た 。  

F 群 と B 群 と で 年 齢 は 7 8 . 5  ( 6 6 . 8 - 8 3 ) 歳 と 8 2 （ 7 6 . 5 - 8 8 . 5 ） 歳

（ n s ） と ど ち ら も 高 齢 で 、 左 頸 動 脈 系 閉 塞 が １ 7 例 （ 6 5 . 4 % ） と 4 例

（ 6 6 . 7 % ） ( n s ) と ど ち ら も 左 頸 動 脈 系 閉 塞 が 多 か っ た 。 F 群 の閉 塞 部 位 は

内 頸 動 脈 1 2 例 、 中 大 脳 動 脈 1 4 例 、 B 群 で は 総 頸 動 脈 近 位 部 閉 塞 ２

例 と 中 大 脳 動 脈 閉 塞 ４ 例 と 、 閉 塞 部 位 に 違 い が あ っ た 。 大 動 脈 弓 型 と の

関 係 で は F 群 は T yp e  I ： 1 例 （ 3 . 9 % ） 、 T ｙ ｐ ｅ Ⅱ ： 1 6 例 ( 6 1 . 5 % ) 、 T y p e

Ⅲ ： 9 例 ( 3 4 . 6 % ) 、  B 群 T y p e  I ： 1 例 ( 1 6 . 7 % ) 、 T ｙ ｐ ｅ Ⅱ ： 3 例 ( 5 0 . 0 % ) 、

T y p e Ⅲ ： 2 例 ( 3 3 . 3 % ) と ど ち ら も T y p e Ⅱ が 多 く 、 分 布 に 違 い は 無 か っ た

（ T a b l e  1 ） 。  

大 動 脈 弓 と の 分 岐 角 度 は 、 F 群 で は 左 総 頸 動 脈 1 7 例 が 5 5 ( 最

小 3 5 、 最 大 7 9 ) 度 、 腕 頭 動 脈 9 例 が 5 8 ( 最 小 2 7 、 最 大 9 5 ) 度 だ っ た 。 B

群 で は 左 総 頸 動 脈 ４ 例 中 2 例 が T y p e Ⅲ で そ の 分 岐 角 度 は 2 5 度 未 満

と 鋭 角 だ っ た （ F i g .  1 ） が 他 の ２ 例 は 5 0 度 台 だ っ た 。 5 0 度 台 の １ 例 は 左

総 頸 動 脈 近 位 側 閉 塞 だ っ た ( F i g .  2 ) 。 腕 頭 動 脈 系 ２ 例 の 分 岐 角 度 は 5 0

度 以 上 あ っ た が 、 う ち １ 例 は 右 総 頸 動 脈 近 位 側 閉 塞 だ っ た 。 左 右 総 頸 動

脈 近 位 側 閉 塞 は 分 岐 角 度 に 関 係 な く 上 腕 ア ク セ ス が 選 択 さ れ 、 T y p e Ⅲ

の 左 総 頸 動 脈 分 岐 角 度 2 5 度 未 満 で 上 腕 ア ク セ ス が 選 択 さ れ て い た 。 頭

蓋 内 M C A 閉 塞 2 例 が 分 岐 角 度 と 関 係 無 く 上 腕 ア ク セ ス が 選 択 さ れ て い

た が ( T a b l e 1 ) 、 左 M C A 閉 塞 例 は 大 動 脈 瘤 術 後 だ っ た 。 残 り の 右 M C A

閉 塞 例 は 分 岐 角 度 7 5 度 で 大 腿 か ら ア ク セ ス 可 能 だ っ た が 術 者 が 上 腕 を

選 択 し た 。 B 群 6 例 は 大 動 脈 瘤 術 後 １ 例 、 T y p e Ⅲ の 左 総 頸 動 脈 分 岐
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角 度 2 5 度 未 満 2 例 、 総 頸 動 脈 近 位 側 閉 塞 2 例 、 右 M C A 閉 塞 １ 例 だ

っ た 。 ア ク セ ス ル ー ト 決 定 過 程 を F i g . 3 に ま と め る 。  

用 い た ガ イ ド カ テ ー テ ル は F 群 2 6 例 全 て バ ル ー ン 付 ガ イ ド カ テ ー テ

ル （ 9 F r  O p t i m o ,  T o k a i  M e d i c a l ,  A i c h i ） で 、 B 群 は シ モ ン ズ 型 ガ イ ド カ テ

ー テ ル で あ る 6 F r  M S K （ M e d i k i t ,  T o k y o ） が ５ 例 、 ブ ラ イ ト チ ッ プ シ ー ス が １

例 と 、 バ ル ー ン 付 ガ イ ド カ テ ー テ ル は 用 い られ て い な か っ た 。 行 な っ た 手 技 は

F 群 も B 群 も 吸 引 カ テ ー テ ル で 吸 引 を 行 い 、 再 開 通 が 得 ら れ れ ば 終 了 し 、

得 ら れ な か っ た 時 は 吸 引 カ テ ー テ ル の 中 に ス テ ン ト リ ト リ バ ー を 通 し て 吸 引

し な が ら 血 栓 回 収 を 行 な っ て い た 。  

3 2 例 の 来 院 か ら C T 撮 影 ま で の 時 間 と 来 院 か ら 穿 刺 ま で の 時 間

は 2 3 . 4 （ 1 7 . 4 - 3 4 . 2 ） 分 と 8 4 （ 6 6 - 1 0 8 ） 分 で 、 F 群 と B 群 の 来 院 か ら C T

撮 影 ま で の 時 間 は そ れ ぞ れ 2 6 . 4 （ 1 8 − 3 5 . 4 ） 分 と 2 1 （ 1 3 . 2 ― 2 3 . 4 ） 分 、 来

院 か ら 穿 刺 ま で の 時 間 は そ れ ぞ れ 8 4 ( 6 0 - 1 2 6 ) 分 と 7 2 ( 6 6 - 8 4 ) 分 だ っ た

（ T a b l e  1 ） 。 頸 動 脈 誘 導 成 功 率 は と も に 1 0 0 % で 、 初 造 影 時 間 は 9 ( 4 . 8 -

1 0 . 2 ) 分 と 9 . 6 ( 6 - 1 2 . 6 ) 分 、 再 開 通 時 間 は 5 4 ( 3 6 - 8 3 . 4 ) 分 と 7 2 ( 4 5 . 6 -

8 8 . 2 ) 分 で 有 意 な 差 は な か っ た ( T a b l e  1 ) 。  

考 察  

胸 頸 部 C T A を 撮 影 し て 閉 塞 部 位 と 動 脈 分 岐 角 度 を 評 価 し 、 ア ク

セ ス ル ー ト 決 定 の 一 助 と し て 使 用 し た こ と で 全 例 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 目 的 ・

頸 動 脈 に 挿 入 し 治 療 を 行 う こ と が 出 来 た 。  

前 方 循 環 の M T の 有 効 性 を 証 明 し た 大 規 模 試 験 で は 造 影 M R か

造 影 C  T が 用 い ら れ て い た 1 - 4 ) 。 し か し そ れ ら の 試 験 で は ア ク セ ス ル ー ト の

決 定 法 に つ い て 言 及 さ れ て い な い 。 当 科 で M T を 行 う ア ク セ ルル ー ト は 大

腿 動 脈 を 基 本 と し 、 大 動 脈 瘤 の 既 往 が あ る 時 、 上 腕 動 脈 ア ク セ ス を 優 先
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し た 。 胸 頸 部 C T A 所 見 で は 、 大 動 脈 弓 型 分 類 や 閉 塞 箇 所 と 分 岐 角 度

か ら 術 者 が 判 断 し 決 定 し た （ F i g . 3 ） 。  

脳 梗 塞 診 断 と 血 行 動 態 評 価 に 造 影 C T を 行 う 場 合 、 胸 頸 部 ―

頭 部 C T 撮 影 を 同 時 に 行 う と 、 造 影 剤 4 0 ｍ ｌ 程 度 を M T 前 に 使 う こ と に な

り 造 影 剤 負 荷 と な る 。 そ れ で も 大 動 脈 弓 型 ・ 総 頸 動 脈 近 位 部 閉 塞 ・ 分

岐 角 度 と い う 、 有 用 な 血 管 解 剖 情 報 を 得 る こ と が で き た 。 撮 影 プ ロ ト コ ル

上 撮 影 時 間 は 5 秒 で 、 画 像 処 理 時 間 は 5 分 程 度 な の で 、 C T 終 了 し 血

管 造 影 室 に 入 室 す る 頃 に は 画 像 が 出 来 上 が る 。 よ っ て 、 胸 頸 部 C T A を

撮 影 し て か ら 初 回 造 影 ま で の 時 間 が 延 長 す る こ と は 無 か っ た 。  

左 右 総 頸 動 脈 近 位 側 閉 塞 は 分 岐 角 度 に 関 係 な く 上 腕 動 脈 ア ク

セ ス が 選 択 さ れ 、 T y p e Ⅲ の 左 総 頸 動 脈 分 岐 角 度 2 5 度 未 満 で 上 腕 動 脈

ア ク セ ス が 選 択 さ れ た 。 T y p e Ⅲ で も 、 左 総 頸 動 脈 分 岐 角 度 2 5 度 以 上 で

は 使 用 デ バ イ ス 選 択 肢 の 多 さ や 術 者 が カ テ ー テ ル 操 作 に な れて い る 等 の

多 く の メ リ ッ ト の あ る た め 大 腿 動 脈 ア ク セ ス が 選 択 さ れ た 。 大 動 脈 弓 と の 分

岐 角 度 は B 群 で 急 峻 で あ る 傾 向 が あ っ た が 、 現 在 の と こ ろ ア ク セ ス ル ー ト

の 決 定 所 見 の １ つ で し か な く 、 総 合 的 所 見 を 考 慮 し て 術 者 が 決 定 し て い

た 。  

頻 度 は 少 な い が 総 頸 動 脈 近 位 部 閉 塞 の 場 合 、 閉 塞 距 離 が 長 い

と 大 量 の 血 栓 が 存 在 す る た め 、 末 梢 塞 栓 を 起 こ す 可 能 性 が 高 く 血 栓 回

収 は 困 難 が 予 想 さ れ る 。 大 腿 動 脈 ア ク セ ス で ガ イ ド カ テ ー テ ルを 挿 入 す る

と 血 栓 を 末 梢 に 押 し 込 ん で し ま う 危 険 性 を 考 え 、 上 腕 動 脈 ア ク セ ス で シ モ

ン ズ 型 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 引 っ 掛 け て 留 置 し 吸 引 す る 手 技 が 選 択 さ れ て い

た 。 今 後 は 、 確 実 に 血 栓 回 収 を 達 成 す る た め の 方 法 を 、 ア ク セ ス ル ー ト を

含 め 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
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B 群 で は 高 齢 者 が 多 い 傾 向 に あ り 、 そ れ に は 大 動 脈 瘤 、 大 動 脈 粥

腫 や 閉 塞 性 動 脈 硬 化 症 な ど の 、 加 齢 に 起 因 す る 病 変 の 存 在 が 関 与 し て

い た と 考 え ら れ る 。 大 腿 動 脈 ア ク セ ス で は 、 血 管 径 が 太 い こ と に よ り 大 径 カ

テ ー テ ル や 複 数 の デ バ イ ス を 使 用 可 能 で あ る こ と 、 手 技 的 に 慣 れ て い る こ

と な ど の メ リ ッ ト は あ る が 、 こ れ ら の 病 変 が 存 在 し て い る と コ レ ス テ ロ ー ル 塞

栓 症 や 後 腹 膜 出 血 な ど の 致 命 的 な 合 併 症 を 起 こ す リ ス ク が あ る 。 9 ) そ の

一 方 で 上 腕 動 脈 ア ク セ ス で は 、 穿 刺 部 で の 正 中 神 経 損 傷 、 血 管 径 が 細

い こ と に よ る 血 管 損 傷 ・ 閉 塞 な ど の 合 併 症 リ ス ク 、 使 用 で き る デ バ イ ス の

制 限 な ど の デ メ リ ッ ト は あ る が 、 相 対 的 に 先 述 し た リ ス ク が 少 な い こ と が メ リ

ッ ト で あ る 。  

今 回 B 群 で は バ ル ーン 付 ガ イ ド カ テ ー テ ル が 使 用 さ れ て お ら ず 、 そ れ が

結 果 に 影 響 し た 可 能 性 も 否 定 で き な い が 、 橈 骨 動 脈 経 由 の M T と 大 腿

動 脈 経 由 の M T で は 、 そ の 効 果 は 同 等 と す る 報 告 も あ る 。 1 0 ） C o n t a c t  

a s p i r a t i o n を 主 体 と し た M T で は バ ル ー ン 付 ガ イ ド カ テ ー テ ル は必 ず し も 必

要 で は 無 い と 考 え ら れ る た め 、 B 群 と F 群 と で 機 材 選 択 の 違 い が 結 果 に

影 響 す る か に つ い て は 、 更 な る 症 例 の 蓄 積 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 上 腕 か ら

で も 血 管 解 剖 学 的 な 条 件 が 整 え ば バ ル ー ン 付 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 挿 入 で き

る と い う 報 告 も あ り 、 大 腿 動 脈 経 由 と の 違 い は 少 な く な る 可 能 性 が あ る 1 1 )  

胸 頸 部 C T A を ア ク セ ス ル ー ト 決 定 の 一 助 と し て 使 用 し た こ と で 、 大

腿 動 脈 ア ク セ ス し て か ら ガ イ ド カ テ ー テ ルを 目 的 動 脈 に 誘 導 で き ず に 上 腕

動 脈 穿 刺 や 頸 動 脈 穿 刺 を し た 症 例 は 無 か っ た 。  

L i m i t a t i o n  

 本 研 究 は 対 象 症 例 数 が 少 な い と い う 限 界 も あ り 、 胸 頸 部 C T A を

用 い た ア ク セ ス ル ー ト 選 択 に 関 与 す る 因 子 の 特 定 ま で に は 至 ら な か っ た 。
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し か し な が ら 、 胸 頸 部 C T A を 行 う こ と で ア ク セ ス ル ー ト の 総 合 的 な 評 価 は

可 能 と な り 、 術 中 に ア ク セ ル ル ー ト の 変 更 を 要 し た 症 例 は 無 く 、 F 群 と B

群 で 有 意 な 差 は 認 め な か っ た 。 今 後 は 本 研 究 に よ っ て 得 ら れ た 情 報 か ら 、

ア ク セ ス ル ー ト 決 定 の 判 断 に 関 わ る 因 子 を 抽 出 し 、 多 数 症 例 で 前 向 き に

検 討 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

結 語  

 胸 頸 部 C T A 所 見 を ア ク セ ス ル ー ト 決 定 の 一 助 と し て 使 う こ と で ガ イ

ド カ テ ー テ ル を 短 時 間 で 挿 入 で き た 。  
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L e f t  M C A  o c c l u s i o n  t r e a t e d  b y  t r a n s b r a c h i a l  a c c e s s .  

A :  C T A  r e v e a l i n g   n o  v i s u a l i z a t i o n  o f  o n e  o f  t h e  l e f t  M C A  M 2  

b r a n c h e s  ( a r r o w ) .  B :  C T A  d e m o n s t r a t i n g  t h e  T y p e  Ⅲ  a r c h  (  b  >  

3 a )  a n d  a  s h a r p  a n g l e  (𝜃 : 1 3 ° ) b e t w e e n  t h e  a o r t i c  a r c h  ( c )  a n d  t h e  

l e f t  C C A  ( d ) ,  C :  A  g u i d i n g  c a t h e t e r  ( M S K  g u i d e ;  a r r o w s )  i s  

i n t r o d u c e d  t r a n s b r a c h i a l l y  i n t o  t h e  C C A .  D :  A n  a s p i r a t i o n  c a t h e t e r  

( a r r o w )  a n d  a  s t e n t - r e t r i e v e r  ( a r r o w h e a d )  a r e  i n t r o d u c e d  i n t o  t h e  

M C A .  M C A :  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y ,  C C A :  c o m m o n  c a r o t i d  a r t e r y .  

 



 13 

F i g u r e  2 .  

L e f t  C C A  o c c l u s i o n  t r e a t e d  b y  t r a n s b r a c h i a l  a c c e s s .  

A :  C T A  r e v e a l i n g  n o  v i s u a l i z a t i o n  o f  t h e  l e f t  C C A  o c c l u s i o n  

( a r r o w )  a n d  M C A  o c c l u s i o n  ( a r r o w h e a d ) .  B :  C T A  d e m o n s t r a t i n g  

o c c l u s i o n  o f  t h e  l e f t  C C A  ( a r r o w ) ,  t h e  T y p e  Ⅰ  a r c h  a n d  a  d u l l  

a n g l e  (𝜃 :  5 8 ° ) b e t w e e n  t h e  a o r t i c  a r c h  ( a )  a n d  t h e  l e f t  C C A  ( b ) .  

C :  A  g u i d i n g  c a t h e t e r  ( M S K  g u i d e ) ( a r r o w )  i s  i n t r o d u c e d  

t r a n s b r a c h i a l l y  i n t o  t h e  C C A ,  a n d  t h e  C C A  o c c l u s i o n  i s  

d e m o n s t r a t e d  ( a r r o w h e a d ) .  D :  A n  a s p i r a t i o n  c a t h e t e r  ( w h i t e  a r r o w )  

i s  i n t r o d u c e d  i n t o  t h e  C C A  t h r o u g h  t h e  g u i d i n g  c a t h e t e r  ( M S K  

g u i d e ) ( b l a c k  a r r o w ) .  M C A :  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y ,  C C A :  c o m m o n  

c a r o t i d  a r t e r y .  

 

F i g u r e  3 .  

F l o w  o f  a c c e s s  r o u t e  s e l e c t i o n .  

B A :  b r a c h i a l  a c c e s s ;  C C A :  c o m m o n  c a r o t i d  a r t e r y ;  F A :  f e m o r a l  

a c c e s s ;  I C :  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y ;  M C A :  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y ;  

M T :  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y ,  T O A :  t a k e - o f f  a n g l e .  

 

T a b l e  1  

P a t i e n t s ’  c h a r a c t e r i s t i c s .  
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Figure 1. "Left MCA occlusion treated by transbrachial access."A: CTA revealing left MCA occlusion no 
visualization of one of the left MCA M2 branches (arrow). B: CTA demonstrating the Type Ⅲ arch ( b > 3a) 

and a sharp angle ( θ:13°)between the aortic arch (c) and the left CCA (d), C: A guiding catheter (MSK 
guide; arrows) is introduced transbrachially into the CCA. D: An aspiration catheter (arrow) and a stent-
retriever (arrowhead) are introduced into the MCA. MCA: middle cerebral artery, CCA: common carotid 

artery. 
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Figure 2.Left CCA occlusion treated by transbrachial access.A: CTA revealing no visualization of the left CCA 
occlusion (arrow) and MCA occlusion (arrowhead). B: CTA demonstrating occlusion of the left CCA (arrow), 

the Type Ⅰ arch and a dull angle (θ: 58°)between the aortic arch (a) and the left CCA (b). C: A guiding 
catheter (MSK guide)(arrow) is introduced transbrachially into the CCA, and the CCA occlusion is 

demonstrated (arrowhead). D: An aspiration catheter (white arrow) is introduced into the CCA through the 
guiding catheter (MSK guide)(black arrow). MCA: middle cerebral artery, CCA: common carotid artery. 

Page 18 of 20

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 3. 
Flow of access route selection. 

BA: brachial access; CCA: common carotid artery; FA: femoral access; IC: internal carotid artery; MCA: 
middle cerebral artery; MT: mechanical thrombectomy, TOA: take-off angle. 
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Table 1. Patients' characteristics 

  Transfemoral access Transbrachial access p 

N 26 6   

Age, median (IQR) years 78.5 (66.8-83) 82（76.5-88.5） ns 

Male (sex), n (%) 3 (50 %) 14 (53.9 %) ns 

Target carotid artery    

right CA 9 2 ns 

left CA 17 4  

Occlusion site    

common CA 0 2 (1 left CA, 1 right CA)  

internal CA 12 0  

MCA 14 4 (3 left MCA. 1 right MCA)  

Aortic arch type    

Ⅰ 1 (3.9 %) 1 (16.7 %)  

Ⅱ 16 (61.5 %) 3 (50.0 %)  

Ⅲ 9 (34.6 %) 2 (33.3 %)  

Take-off angle from the aortic arch    

Brachiocephalic artery as the target, median 58  

(mini 27, max 95) ° 

64.5 

 (mini 54. max 75) ° 

 

Left carotid artery as the target, median 55 

 (mini 35, max 79) ° 

41 

 (mini 13, max 58) ° 

 

< 25°, n 0 2 (left MCA occlusion)  

Time    

DtI, median (IQR) min. 26.4（18-35.4） 21 (13.2-54） ns 

DtP, median (IQR) min. 84 (60-126)  72 (66-84) ns 

PtIA, median (IQR) min. 9 (4.8-10.2 9.6 (6-12.6) ns 

PtR, median (IQR) min. 54 (36-83.4) 72 (45.6-88.2) ns 

CA, carotid artery; MCA, middle cerebral artery; min, minute; mini, minimum; max, maximum   

DtI, door to imaging time; DtP, door to puncture time;  

PtIA, puncture-to-initial angiography time; PtR: puncture-to-recanalization time  
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